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緒　　　看

わが国の肉用牛生産については1991年の牛肉輸入自由化以来,その生産構造が不安定となり,

高品質化指向(高級上質肉生産)のみでは国際競争への対応が困難な状況にある.しかも,消費者

の大半が求めているのは国内産で標準的な価格の牛肉であり,高級肉の需要は一部の消費者に限ら

れている.したがって,国民に安全で可能な限り廉価な牛肉を安定的に供給することが将来の食程

生産の方向を考える観点からも重要な課題と考えられる.そのためには,肥育経営における生産費

の大部分を占める素畜費と労働費を徹底的に低減し得るような低コストな肉用牛生産方式を展開す

る必要がある.その1つとして,子牛市場での評価が低い雌子牛を肥育用素牛として購入し,多頭

飼育して未経産雌牛肥育を行う方法が考えられる.しかし,群飼した雌牛の肥育で問題となるのは

発情の出現であり,これにより群全体が落ち着かず,来駕行動とそれに伴う闘争行動の多発や運動

量の増加4,6,14)によるエネルギー消耗が増体に影響を及ぼすことが懸念される9)一方,来駕行動自体

が肢蹄疾患などの事故発生につながる危険性も指摘されている10)これらの問題を解決するために

は発情を抑える必要があり,近年,アメリカでは卵巣除去によって発情を抑える方法が行なわれて

きた2,5,ll,16)わが国でも乳用雌牛の卵巣除去による肥育効果が検討され.12)が,肉専用種としての

黒毛和種を供試した研究は極めて少ない7,8)さらに,行動を含め,発育や枝肉成績などについて

詳細に追究したものはほとんど見当たらない.そこで本研究では,黒毛和種未経産牛に卵巣除去を

行い,その後,群飼で肥育した場合の行動的特徴,生理(血中性ホルモン濃度),発育,飼料利用

性,卵巣残存状況および枝肉格付成績について卵巣除去を行わない対照群と比較検討した.
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材料と方法

本研究は1995年5月24日から1996年11月24日まで鹿児島大学農学部附属農場入来牧場で行われた.

そのうち,肥育前期(1995年5月24日～同年11月27日)と肥育後期(1996年5月21日～同年11月24

冒)のデータについて解析した.

1.肥育前期の行動,生理,発育および飼料利用性(試験1)

鹿児島県肝属中央家畜市場で購入した約12カ月齢の黒毛和種未経産牛16頭を月齢と体重がほぼ等

しくなるよう8頭ずつ2群に分け,卵巣除去した群を試験区(あるいは卵巣除去区)とし,卵巣除

去しない群を対照区とした(Tablel).試験区の卵巣除去については,日清製粉株式会社製の卵

巣摘出器具を膜経由で腹腔内に挿入して行った.両区とも開放追い込み式牛舎内の牛房(9.8mX

5m)でそれぞれ1群として飼養し,敷料に鋸屑を用いた.供試牛には1日1頭当たり粗飼料(棉

ワラ,イタリアンライグラス乾草,コーンサイレージ,アルファルファヘイキューブおよび市販混

合粗飼料) 6 -7.5kgと肥育前期用配合飼料4 - 8kgを午前と午後に分けて18カ月齢まで給与した.

なお,飲水はウオーターカップで自由に行えるようにし,鉱塩を自由摂取させた.

行動観察については,卵巣除去後1カ月間に5回,その後18カ月齢まで毎月3日間連続して両区

とも同時にタイムラブスビデオ(ソニー社製, SVT-5000)を用いて日中12時間(6 :00-18:00)

の行動を録画した後,再生画像から個体維持行動を採食,倖立休息(反窮を含む),横臥休息(皮

賓を含む)および移動に分類して4分間隔の点観察法により,社会行動を来駕および総闘争(闘争,

押し退け,頭突き,威嚇および逃避)に分類して連続観察法によりそれぞれ解析した.個体維持行

動にっいては, 1日における各行動の出現頻度が総観察度数に占める割合(行動型割合)を算出し,

社会行動の頻度とともに全観察日数の平均値を£検定15)により両区間で比較した.また,卵巣除去

後1カ月間に3-5日間隔で6回, 6カ月目に3-9日間隔で5回,各個体より採血を行い,卵巣

除去の成否(すなわち,卵巣からの性ホルモン分泌の有無)を推察するための指標の1つとして血

液中プロジェステロン定量/定性キット(デンカ製薬社製,オブチェック血液用EIAキット)に

より血中プロジェステロン濃度を測定した.血中プロジェステロン濃度について,採血日ごとにt

検定により区間差を検定するとともに,各区において個体と経過日数(採血日)を因子とする二元

配置の分散分析15)を行うことにより性周期の回帰を検討した.さらに,全頭の体重を月1回測定

し,試験期間中の増体量を試験日数で除して日増体量(以下, ADG　を算出し,区間差を検定し

第1表.供試牛の概要(試験1)

Table 1. Profile of experimental heifers (Exp. 1)

調査項　目　　　　　　　　　　　　　　　　　　　対照　区　　　　試験区
Item Intact Spayed

試験開始時の供試頭数

No. of heifers at initiation of experiment

開始時月齢

Initial age (mo.)

開始時体重(kg)

Initial body weight (kg)

12.1±0.4　　　　12.4±0.6

259±31　　　　　267±26

-24-



卵巣除去牛の行動,飼料利用性および産肉性

た.飼料要求率については,飼料給与量と残飼量の差から各群ごとの採食量を求め,群全体の増体

量で除して求めた.

2.肥育後期の行動,生理,発育および飼料利用性と屠殺解体後の卵巣残存状況および枝肉格付成

績(試験2)

試験1で供した牛のうち,対照区および試験区としてそれぞれ7頭を供試した(対照区: 23.4±

1.5カ月齢, 539.7±43.1kg,試験区: 24.0±0.4カ月齢　540.1±49.2kg.両区とも試験1とほほ同

一条件下で飼養したが,各区1頭を淘汰したため, 1頭当たりの牛房面積は7m2となった.また,

給与飼料は肥育後期用配合飼料とイタリアンライグラス乾草であり,いずれも不断給与した.なお,

試験期間中に試験区の1頭が子宮脱となったため1996年9月27日に淘汰した.

行動観察については,試験1と同様にタイムラブスビデオを用いて5月から11月まで少なくとも

毎月1回,計21回行った.すなわち,個体維持行動については5月下旬～10月上旬の日中12時間

(6 :00-18:00)と10月中旬以降の日中10時間(7 :00-17:00),社会行動については5-11月

の日中10時間(7 :00-17:00)の録画を行った.なお,試験2においては試験1で実施しなかっ

た個体毎の解析を行った.卵巣除去後13および18カ月目に2-5日間隔で計6回,各個体より採血

を行い,試験1と同様に血中プロジェステロン濃度を測定するとともに, ADGと飼料要求率を算

出し,比較した.

肥育試験を終了した供試牛を1996年11月24日に鹿児島くみあい食肉南薩工場で屠殺解体し,試験

区の各屠体から生殖器を採取して卵巣の残存状況を調べた.また,枝肉の格付を牛枝肉取引規格に

従って日本食肉格付協会格付員によって行い,その枝肉格付成績に基づき,枝肉量,胸最長筋(ロー

ス芯)面積および歩留基準値についてはt検定,脂肪交雑,色沢,締まり･きめおよび肉質等級に

ついてはMann-WhitneyのU検定15)により両区を比較した.

結果と考察

1.肥育前期の行動,生理,発育および飼料利用性(試験1)

卵巣除去後1カ月間における個体維持行動と社会行動の経日変化はTable2に示すとおりである.

卵巣除去後31日目における対照区の採食行動が特に少なかったものの,倖立休息,横臥休息および

移動は両区とも大きな変動を示さず,ほぼ同様に推移した.また,いずれの個体維持行動も両区で

有意差は認められなかった.社会行動については,卵巣除去後31日目における対照区で来駕行動が

130回とかなり多かったが,試験区ではほとんど見られなかった.これは対照区で発情牛が出現し

たためであり,このことが上述のような採食時間の低下をもたらしたものと推察される.発情牛の

出現が牛群の採食時間の低下を引き起こすことはHurnikら4)によっても報告されている.総闘争

行動については,対照区と比べ試験区で有意に多く(p<0.05),その大部分は押し退けであった.

この闘争行動は31日目以外の観察日でも試験区で多かったことから,発情時の来駕に伴うものでは

なく,群構成員の違いに起因する群固有のもの(群の特性)と考えられる.卵巣除去後6カ月間に

おける個体維持行動については, Table3に示したように,採食,仔立休息,横臥休息および移動

のいずれも両区で有意差は認められなかった.社会行動については,来駕行動が対照区と比べ試験

区で少ない傾向を示した(p<0.10)が,総闘争行動は卵巣除去後1カ月間における変化と同様,

対照区と比べ試験区で有意に多く(p<0.01),その大部分は押し退けであった.

血中プロジェステロン濃度の変化については,卵巣除去後21日間を通じて対照区と比べ試験区で
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第2表.卵巣除去後1カ月間における黒毛和種雌牛の個体維持行動および社会行動の経日変化(試験1 )
Table 2. Changes in maintenance and social behaviours of Japanese Black heifers during the

●

first month after spaying (Exp.1)

行動型
Behavioural type

卵巣除去後　日　数
●

Days after spaying

2日目　　　7日目　　17日日　　　25日日　　　31日日

Day 2　　Day 7　　Day 17　　Day 25　　Day 31

個体維持行動(%)
Maintenance behaviour (%)

採食
Eating

仔立休息
Stand-resting

横臥休息
Recumbency

移動
Locomotion

社会行動(回)
Social behaviour (no.)

来駕
Mounting

闘争
Agonistic interactions

対照区
Intact

試験区
Spayed

対照区
Intact

試験区
Spayed

対照区
Intact

試験区
Spayed

対照区
Intact

試験区
Spayed

対照区
Intact

試験区
Spayed

対照区
Intact

試験区
Spayed

30.5　　　　26.6

24.2　　　　28.3

21.2　　　　14.8

15.4　　　　16.4

36.7　　　　48.0

44.7　　　　45.5

1.7　　　　　0.6

2.2　　　　1.9

17.0

22.2

19.5

14.8

50.8

49.8

1.8

1.5

18.5　　　　11.0

21.0　　　　21.8

18.2　　　　18.7

21.1　　　13.7

51.2　　　　56.6

48.6　　　　53.3

1.8　　　　1.2

0.6

20　　　　　　　　　　　130

0　　　　　1　　　　　0　　　　　　0　　　　　1

38(25)　　34(24)　　21(10)　　23(14)　19　7)

87(69)　　60(32)　　45(41)　　56(47　　　28(28)

括弧内の数値は押し退け回数を示す.
Figures in parenthesis represent the number of pushing.

第3表.黒毛和種雌牛の卵巣除去が肥育前期( 6カ月間)の個体推持行動と社会行動に及ぼす影響(試験1 )
Table 3. Effects of spaying on maintenance and social behaviours of Japanese Black heifers

●

during the growing phase of fattening period (1-6 months after spaying)(Exp.1)

行動型　　　　　　　　　　　　　　　　　　対照区　　　　　　　　　　　　　試験区
Behavioural type Intact Spayed

個体維持行動(%)
Maintenance behaviour( % )

採食
Eating

仔立休息
Stand-resting

横臥休息
Recumbency
移動
Locomotion

社会行動(回)
Social behaviour (no.)

来駕
Mounting

闘争
Agonistic interactions

24.3±　5.6

17.6±　6.6

42.0±11.4

1.7± 1.3

21.2±39.2*

24.1±4.6

16.9±5.3

42.7±8.0

1.4±0.7

4.6±10.6*

41.9±23.0 (18.4±12.9)*3　　　　　60.1±31.4 (31.2±16.2)*4

処理間で有意差あり(* *2P<0.10, *3*4P<0.01).

fSi離競謹翫芯摘ween treatmentsり!P<0･10, 4P<0.01).
Figures in parenthesis represent the number of pushing.
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卵巣除去牛の行動,飼料利用性および産肉性

有意に低く(Fig.1),しかも試験区では期間中ほぼ一定の値で推移したことから,卵巣除去によ

り卵巣からのプロジェステロン分泌量が低下し,性周期が正常に回帰していないものと考えられた.

卵巣除去後1カ月間のADGは対照区で0.87kg,試験区で0.88kgと両区で有意差は認められなかっ

た　Table4 ).永井ら7)は本試験の供試牛と同月齢で卵巣除去した黒毛和種雌牛と対照牛との間で

肥育開始後48日間のADGに差がなかったことを報告しており,本試験においても肥育初期での卵

巣除去による増体効果は認められなかった.また,飼料要求率についても両区で顕著な差は認めら

れなかった.さらに,卵巣除去後6カ月間のADGも両区で有意差は認められなかった.永井ら7)
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第1図.卵巣除去後1ヵ月目(上図)および6ヵ月目(下図)における黒毛和種雌牛の1性周期内血

中プロジェステロン濃度の経日変化(平均値±SE.

*　5%水準で処理間に有意差あり.

= 1 %水準で処理間に有意差あり.

Fig.l. Changes in plasma progesterone concentrations of intact and spayed Japanese Black

heifers over an estrous cycle 1 month (upper) and 6 months (lower) after spaying

mean±SE .

Significant difference between treatments at 5% level.

*Significant difference between treatments at 1% level.
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は卵巣除去牛の肥育開始48日日以降の増体が対照牛よりも有意に高かったと報告しているが,本試

験の卵巣除去後1 - 6カ月の増体には有意差が認められなかった.これらの結果の違いについては,

本試験では卵巣除去により試験区の来駕行動が少なくなる傾向を示し,エネルギー消耗が抑えられ

たものの,その効果が闘争行動(特に,押し退け)の多発によって相殺されたことが原因の1つと

して考えられる.

2.肥育後期の行動,生理,発育および飼料利用性と屠殺解体後の卵巣残存状況および枝肉格付成

績(試験2)

卵巣除去後12-18カ月における1日当たりの個体維持行動型割合については,採食,仔立休息,

第4表.黒毛和種雌牛の卵巣除去が肥育前期( 6カ月間)の発育と飼料利用性に及ぼす影響(試験1 )
Table 4. Effects of spaying on growth rate and feed utilization of Japanese Black heifers during

●                                                                                                                                                                                                                                                            ●

the growing phase of fattening period (1-6 months after spaying) (Exp.1)

調査項　目　　　　　　　　　　　　　　　　　対照区　　　　　　　　　　　　　試験区
Item Intact Spayed

供試頭数
No. of heifers

日増体量(kg/冒)*1

ADGi( kg/day)

飼料要求率*2
Feed conversion

体重(kg *a
Body weight (kg)

日増体量(kg/冒)*4

ADG6( kg/day)

8

0.87±0.21

8.4

415±31

0.84±0.09

8

0.88±0.24

8.8

408±51

0.76±0.16

*1卵巣除去後1カ月間の日増体重
Average daily gain during the first month after spaying.

*2卵巣除去後6カ月間の日増体重

Pooled data of 8 heifers during the first month.
*3卵巣除去後6カ月目の体重
Body weight 6 months after spaying.

*4卵巣除去後6カ月間の日増体重

Cumulative average daily gain for 6 months.

第5表.黒毛和種雌牛の卵巣除去が肥育後期13-18カ月)の個体推持行動と社会行動に及ぼす影響(試験2 )
Table 5. Effects of spaying on maintenance and social behaviours of Japanese Black heifers

●

during the finishing phase of fattening period (13-18 months after spaying) (Exp.2)

行動型　　　　　　　　　　　　　　　　　　　対照区　　　　　　　　　　　　　試験区
Behavioural type Intact Spayed

個体維持行動(%)
Maintenance behaviour( % )
採食
Eating

倖立休息
Standてesting

横臥休息
Recumbency
移動
Locomotion

社会行動(回)
Social behaviour (no.)

来駕
Mounting

闘争
Agonistic interactions

13.6±1.1

37.7±2.8

38.2±2.6

1.5±0.2

1.4±3.4

60.2±26.3

13.3±1.6

35.9±2.0

3.5±3.0

2.0±0.2

1.8±7.0

50.5±21.2
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横臥休息および移動のいずれについても両区で有意差は見られなかった(Table5).また,両区

とも日中の採食や移動割合が少なく, 70%以上を休息に費やしていた.来駕行動は両区とも極めて

少なく,有意差が認められなかった.一方,試験1においては卵巣除去後6カ月間の来駕行動が対

照区と比べ試験区で少ない傾向が示された.この違いについては,肥育の進行に伴って牛群の活動

性が低下し,来駕行動も極めて少なかったことが関係しているものと考えられた.来駕･被来駕行
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採血日(午/月/冒)

Date of sampling (year/month/day)

第2図.卵巣除去後13ヵ月目(上図)および18ヵ月目(下図)における黒毛和種雌牛の1性周期内

血中プロジェステロン濃度の経日変化(平均値±SE.

*　5%水準で処理間に有意差あり.

** 1 %水準で処理間に有意差あり.

Fig.2. Changes in plasma progesterone concentrations of intact and spayed Japanese Black

heifers over an estrous cycle 13 month (upper) and 18 months (lower) after spaying

mean ±SE).

Significant difference between treatments at 5% level.

Significant difference between treatments at 1% level.
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動は発情期の特徴的な挙動であり,卵巣から分泌されるエストロジェンとプロジェステロンとの協

同作用により発現する3).しかし,試験区においても来駕行動が観察されたことから,これには除

去が不完全であった卵巣の機能回復,卵巣以外の器官(例えば,副腎皮質)からのアンドロジェン

分泌(卵巣除去した兎,ラットおよび猫では,アンドロジェンがエストロジェンに芳香化して発情

を誘起する1,13)あるいは卵巣除去前における来駕行動の経験などが関与しているものと推察される.

また,総闘争行動については対照区と比べ試験区でやや少なかったが,総闘争行動のうち,いずれ

の行動も両区で有意差は認められなかった.

卵巣除去後13および18カ月目における血中プロジェステロン濃度の経日変化をFig.2に示した.

21日間を通じて試験区が対照区より低く　1, 2, 3および4回目においては有意差が認められた.

また,分散分析の結果,試験区では性周期内における有意な日間変動が見られた(p<0.05). 18カ

月目では13カ月目と同様,常に試験区が対照区より低い値を示し　1, 2, 3および6回目で有意

差が認められた.試験1の卵巣除去後6カ月目における血中プロジェステロン濃度については, 21

日間を通じて試験区が対照区に比べ有意に低く,一定しており,試験区の性周期内での日間変動は

認められなかった.しかし,本試験では試験区の平均値は常に対照区より低い値を示したものの,

日間の変動が認められた.試験区においては, 13および18カ月目ともに同じ2個体が対照牛と同様

第6表.黒毛和種雌牛の卵巣除去が肥育後期(13-18カ月)の発育,飼料利用性ならびに枝肉格付成
績に及ぼす影響(試験2 )

Table 6. Effects of spaying on growth rate, feed utilization and carcass characteristics of
●

Japanese Black heifers during the finishing phase of fattening period (13-18 months after

spaying) (Exp.2)

調査項　目　　　　　　　　　　　　　　　　　対照区　　　　　　　　　　　　　試験区
Item Intact Spayed

供試頭数
No. of heifers

開始時体重

Initial body weight (kg)

肥育終了時体重(kg)'
Final body weight (kg)

日増体量(kg/冒)*
Average daily gain (kg/day)

飼料要求率*
Feed conversion

枝肉重量(kg)*
Carcass weight (kg)

胸最長筋面積

Ribeye area

ー
　
n
H
一
し
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n
H
川
一

2

　

　

2

m
 
m

c
 
C

l
H
旧
川
a
s
一
U

歩留基準値(%)�"
Dressing percentage

脂肪交雑度*

Marbling score

色沢*
Color score

締まり･きめ*

Firmness score

肉質等級*
Quality grade

7

540±43

622±68

0.44±0.18

18.3

193±24

43.4±4.5

72.6±0.6

3

3.4±0.5

2.7±0.5

2.7±0.5

7

540±49

628±57

0.45±0.15

19.6

195±22

42.3±2.4

71.6±1.9

3

3.0±0.7

2.8±0.8

2.7±0.5

*1頭は子宮脱により1996年9月27日に淘汰したため,そのデータを除いた.

Data on one heifer of spayed treatment group were omitted, because the animal was culled at 28 months of age

(Sep.27, 1996) due to the incidence of uterine prolapse.
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の性周期内変動を示し,他の1個体についても多少の変動を示し,これらのことと来駕行動の観察

結果を考えあわせると,試験区の数頭においては除去不完全であった卵巣が再生し,卵巣機能が回

復したものと推察された.

ADGについては,対照区で0.44kg,試験区で0.45kgと両区で有意差は認められなかった(Table

6).飼料要求率は対照区で18.3,試験区で19.6となり,試験区がやや高い値を示したことから,卵

巣除去による肥育後期の飼料利用性の向上は認められなかった.

供試牛を屠殺解体した結果,試験区6頭のうち, 4頭の屠体に卵巣が残存し,肥大化した卵胞が

認められ,正常と思われる卵も採取された(Platel).卵巣除去後6カ月目の血中プロジェステロ

ン濃度の経日変化から,卵巣除去により卵巣からのプロジェステロン分泌量が低下し,性周期が正

5cm
l    _     ▲     ▲     ▲     ■

写真1.屠殺後に雌牛(卵巣除去区)から摘出した卵巣の残存状態.

Plate 1. Ovarian remnants of incompletely spayed heifers at slaughter.
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常に回帰していないものと推察されたが,卵巣残存状況からは卵巣除去が不十分であったことが判

明した.しかし,試験区の中で卵巣が完全に除去されていた2個体については発情に伴う来駕･被

来駕行動は観察されなかった.

屠殺解体後の枝肉量,胸最長筋(ロース芯)面積,歩留基準値,脂肪交雑,色沢,締まり･きめ

および肉質等級に両区で有意差は認められなかった(Table6). Garberら2)およびKlindt and

Crouse5)は交雑種未経産牛を卵巣除去し,それぞれ156および250日間肥育した後の枝肉両,胸最長

筋面積,歩留基準値,脂肪交雑,色沢,締まり･きめあるいは肉質等級に対照牛のそれらと有意差

がなかったことを報告している.永井ら8)もまた黒毛和種雌牛を卵巣除去後7頭群飼で161日間,

その後2頭群飼で540-600日間肥育した結果,試験区の肉質等級4以上が対照区よりも多い傾向を

認めているものの,両区で有意差を認めておらず,これらの知見は本研究の場合と同様であった.

以上の結果から,黒毛和種雌牛の卵巣除去により肥育前期の来駕行動が少なくなる傾向を示し,

エネルギー消耗が抑えられたものの,闘争行動の多発によって増体効果が相殺されることが示唆さ

れた.また,卵巣除去牛6頭のうち, 4頭で卵巣が残存しており,卵巣機能の回復により来駕行動

が出現したことから,肥育後期の行動,増体量,飼料利用性および産肉性に対照牛との間で顕著な

違いが認められなかった.ただし,乳用雌牛で枝肉格付成績に差がないものの,増体や出荷体重に

おける効果が報告されている12)ことから,乳用種のような早熟タイプで短期仕上げの肥育牛につい

ては肉量の面で卵巣除去の効果が期待出来るかもしれない.なお,今後の課題として,より確実な

卵巣除去技術の確立と安価で簡便な卵巣除去器の開発が急務であると思われた.

要　　　約

黒毛和種雌牛を供試し,肥育前期および後期における行動,性ホルモン濃度,発育,飼料利用性

ならびに産肉性に及ぼす卵巣除去の影響について検討した.約12カ月齢の未経産牛16頭を各8頭ず

つ対照区と試験区に分けて肥育を開始し,試験1では卵巣除去後6カ月間,試験2ではそのうち各

7頭を継続肥育して卵巣除去後13-18カ月(肥育終了)の個体維持行動型割合,社会行動回数,血

中プロジェステロン濃度,日増体量(ADG),飼料要求率,出荷後の卵巣残存状況あるいは枝肉格

付成績を調査した.

試験1 : 1日当たりの個体推持行動型割合については,採食,仔立休息,横臥休息および移動の

いずれも両区で有意差が認められなかった.社会行動については, 1日当たりの来駕行動回数が対

照区と比べ試験区で少ない傾向を示したが,総闘争行動回数は対照区と比べ試験区で有意に多く,

その大部分は押し退けであった.卵巣除去後1および6カ月目における血中プロジェステロン濃度

については,試験区が対照区より低く,しかも1性周期中ほぼ一定の水準で推移した.卵巣除去後

1カ月間のADGは対照区で0.87kg,試験区で0.88kgと両区で有意差は認められず,飼料要求率に

ついても両区で顕著な差は認められなかった.さらに,卵巣除去後6カ月間のADGも対照区で

0.84kg,試験区で0.76kgと両区で有意差は認められなかった.

試験2 :個体維持行動および社会行動については,いずれも両区で有意差が認められなかった.

卵巣除去後13および18カ月目における血中プロジェステロン濃度は,常に試験区が対照区より低かっ

たものの, 13カ月目の試験区で1性周期内における有意な変動が見られたため,卵巣機能が回復し

た個体のいることが示唆された.試験終了時体重は対照区で622.0kg,試験区で628.2kgと,両区で

有意差は認められず, ADGについても対照区で0.44kg,試験区で0.45kgと両区で有意差は認めら
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れなかった.飼料要求率は対照区で18.3,試験区で19.6と試験区がやや高い値を示し,試験区の飼

料利用性がやや劣るものと考えられた.試験区の4頭の屠体に卵巣が残存し,肥大化した卵胞や正

常と思われる卵も認められたことから,卵巣除去が不完全であったことが判明した.枝肉重量,胸

最長筋面積,歩留基準値,脂肪交雑,色沢,締まり･きめおよび肉質等級については両区で有意差

が認められなかった.

以上から,黒毛和種未経産牛に卵巣除去を行っても不完全な個体がいる場合には,牛群全体の増

体量,飼料利用性および産肉性に影響を及ぼさないことが示された.
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Summary

This study was conducted to determine the effects of spaying on behaviour, blood
●

progesterone level, growth rate, feed utilization and carcass characteristics of Japanese Black

heifers. Sixteen heifers averaging 12 months of age were randomly assigned to intact and
●                                                                                                                                                               ●

spayed treatment groups of 8 animals each after balancing groups for body weight. Both
●

groups were kept in identical pens separately under the same feeding regimen. Maintenance and
●

social behaviours were recorded during the daytime using time lapse videorecorder. Plasma
●                   ■■             ■■               ●                          ●

progesterone concentrations were measured 1, 6, 13 and 18 months after spaying. Average daily
●

gain (ADG) and feed conversion were also estimated. Data on the items during the growing

phase (ト6 months after spaying) and during the finishing phase (13-18 months after spaying)

were analyzed as Experiment 1 and Experiment 2, respectively, however one heifer of each

group was not used for Exp. 2. Additionally, carcass characteristics and reproductive tract of

each heifer were examined at slaughter in Exp. 2.

Exp. 1: There were no differences in eating, stand-resting, recumbency and locomotion

behaviours between treatments. The spayed heifers tended to exhibit less mounting activities

but more agonistic interactions (mostly pushing) than the intact animals. Plasma

progesterone levels of the spayed heifers were significantly lower than the intact animals and
●

●                                                                                                                                                                                                                ●

also they did not vary during an estrous cycle. No differences were found in ADG during the

first 1 (0.87 vs. 0.88 kg) and 6 (0.84 vs. 0.76 kg) months after spaying between intact and spayed

heifers.

Exp. 2: No differences were detected in maintenance and social behaviours between

treatments. Spayed heifers almost always showed lower levels of progesterone than intact

animals over an estrous cycle, however the progesterone levels varied significantly within an
●

estrous cycle 13 months after spaying. In addition to the progesterone analysis, reproductive
+               T              ll   lI +     0                           1                                                                            ll          I

tract examination at slaughter suggested that 4 spayed heifers were incompletely spayed.

There were no differences in final body weight (622.0 vs. 628.2 kg), ADG (0.44 vs. 0.45 kg) and

feed conversion (18.3 vs. 19.6) between intact and spayed heifers. Carcass composition

including hot carcass weight, ribeye area, dressing percentage, marbling score, meat color,
●

firmness, texture and quality grade of spayed heifers did not differ significantly from those of
●

intact animals.

These results indicate that spaying heifers does not affect growth rate, feed utilization and

●

carcass characteristics unless it is completely performed.
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